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房総半島から得られた北限記録のセダカギンポ

京谷蒼馬 1・今　孝悦 2

The Spotted Coral Blenny Exallias brevis (Kner, 1868) is 
widely distributed throughout the Indo-West Pacific and has pre-
viously been recorded in Japan from Mie Prefecture southward. 
In the present study, we report a single specimen of E. brevis col-
lected from the Boso Peninsula, Chiba Prefecture, central Japan. 
This specimen represents the northernmost record of the species. 
A detailed description of the specimen is provided herein.
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 Abstract

セダカギンポ Exallias brevis (Kner, 1868) は，セダカギ

ンポ属 Exallias Jordan and Evermann, 1905に属する唯一の

種であり，インド・太平洋の熱帯域に広く分布する（目黒，

2013；目黒・木村，2014）．本邦においては，鰓孔が大きく，

左右の鰓膜が峡部を横断して連続すること，上顎に犬歯を

欠くこと，項部皮弁の基底が長いこと，頤に皮弁を 1対有

すること，背鰭軟条数が 12–13であること，臀鰭軟条数が

13–14であることで，イソギンポ科 Blenniidae Rafinesque, 

1810の他種から識別される（藍澤・土居内，2013；目黒，

2013）．

本種は熱帯・亜熱帯域の沿岸から礁縁において，ア

ナサンゴモドキ属 Millepora やハナヤサイサンゴ属

Pocillopora，ミドリイシ属 Acroporaなどの造礁サンゴの

枝間に生息し（益田ほか，1988; Carlson, 2012），そのポリ

プを主食とすることが知られている（Hundt et al., 2014）．

このような造礁サンゴ上には様々な分類群の生物が生息し

ており（例えば，Castro, 1996；三橋，2014; Hildebrandt et 

al., 2025），その多様性や相互作用を理解する上で，サンゴ

表在性生物相を解明することは重要である．

2025年 10月に著者らが房総半島南西岸で調査を行った

ところ，1個体のセダカギンポが採集された．これは本種

の千葉県における初記録を示すとともに，分布北限を更新

するものであるため，生息環境とともに，その標本情報を

報告する．

材料と方法
調査は 2025年 10月 31日に，千葉県房総半島南西に

位置する海岸においてスキンダイビングにより実施した．

調査には手網を用い，サンゴ類を破損させることがない

よう行った．得られた標本はクローブオイルで麻酔した

後，本村（2009）に従って，標本の生鮮時写真の撮影，

固定および保管を行った．標本の計数項目は Rangel et al. 

(2004)，計測項目は Fukao (1984)に従い，標準体長（standard 

length）は SLと表記した．計測はノギスを用いて 0.1 mm

の精度で行った．色彩は撮影したカラー写真に基づく．標

本は横須賀市自然・人文博物館の魚類資料（YCM-P）に

寄託した．なお，採集地点において，ミドリイシ属サンゴ

類は極めて群体数または被度が限られ，愛好家等による採

集圧により大きな影響を受けることが予想される．そのた

め，詳細な採集地点情報は秘匿した．

Exallias brevis (Kner, 1868)

セダカギンポ
（Fig. 1; Table 1）

標本　YCM-P 47412，1個体，47.4 mm SL，房総半島

南西岸（千葉県），水深 3.0 m，手網，2025年 10月 31日，

京谷蒼馬採集．

記載　計数形質および計測値を Table 1に示した．体は

側扁し，前後に細長い．鱗はなく，体高は背鰭第 5棘付近

で最大となる．頭部背面に正中線皮弁はない．背鰭起部は

項部皮弁の直後に位置する．体背縁は背鰭起部から第 5背

鰭棘条基部にかけてわずかに上昇し，そこから尾柄部にか

けて緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端から肛門にかけ

mailto:kyo.soma.research@gmail.com


Ichthy 68 ǀ 2026 ǀ 2

Kyotani and Kon — Exallias brevis from Chiba Prefecture

て緩やかに下降し，そこから尾柄部にかけて緩やかに上昇

する．口は亜端位で，上顎が下顎より突出する．上顎後端

は眼の中央直下付近に位置する．両顎には切歯状歯が並

び，上顎に犬歯状歯はない．上唇は肥厚し，全体に皮弁を

有する．下唇から項部皮弁基部にかけて，皮膚が波状を呈

する．頤に皮弁を 1対有する．吻長は眼径より長い．眼は

頭部背縁に位置し，円形．眼上皮弁と鼻皮弁を有し，いず

れも分岐する．項部皮弁は基底が長く，基底付近から分岐

する．頭部正中線上の開孔数は 3で，眼上皮弁の間に位置

する．鰓孔は胸鰭基底の上端より上で大きく開孔し，鰓膜

は峡部を横断して連続する．前部側線上に鱗状の突起はな

く，最後の側線管は背鰭第 11棘付近に位置する．背鰭起

部は腹鰭基底前端の上方に位置し，背鰭棘条部はそこから

臀鰭第 1軟条の上方まで伸びる．背鰭軟条部はその後方か

ら尾鰭基部下端直前まで伸びる．背鰭棘条部と背鰭軟条部

の境界に明瞭な欠刻を有し，背鰭は第 3棘条部で最も高く

なる．臀鰭起部は肛門直後に位置し，臀鰭基底後端は背鰭

最終軟条直下に達する．背鰭の最終軟条は鰭膜で尾柄と大

きく癒合するが，臀鰭の最終軟条は鰭膜で尾柄とわずかに

癒合するにとどまる．胸鰭基底は背鰭第 4棘直下に位置し，

胸鰭後端は肛門を超え，背鰭第 1軟条直下に達する．腹鰭

起部は腹面の鰓膜の直後に位置し，背鰭起部よりわずかに

後方に位置する．尾鰭は三角形で後縁はわずかに丸みを帯

び，軟条部は分岐する．

色彩　生鮮時（Fig. 1）―虹彩は灰色．頭部，体側およ

び各鰭の地色は明るい灰色，腹部の地色は白色を呈する．

頭部，体側および鰭に中心部が黒色の円状斑を多数有す

る．頭部の円状斑は黒色部が大きく，外縁は黄土色．体側

の円状斑は黒色部が小さく，外縁はさえた赤みの黄色．鰭

の円状斑は黒色部が大きく，外縁はさえた緑みの黄色を呈

Fig. 1. Exallias brevis (YCM-P 47412, 47.4 mm SL) collected from the Pacific coast of Chiba Prefecture, central Japan, immediately 
after fixation.

Table 1. Counts and propotional measurements of Exallias brevis 
(YCM-P 47412) from Chiba Prefecture, Japan.

Standard length (mm) 47.4 
Counts
Dorsal fin rays 13 
Anal fin rays 14 
Pectoral fin rays 15 

Measurements (%SL)
Body depth at anal origin 35.2 
Caudal peduncle depth 11.8 
Caudal peduncle length 11.0 
Predorsal length 30.2 
Preanal length 54.9 
Anal origin to pelvic insertion 21.3 
Dorsal fin base length 85.9 
Anal fin base length 44.3 
Head length 31.4 
Head depth 28.1 
Head width 20.7 
Postorbital length of head 16.0 
Orbit to angle of preopercle 9.9 
Upper jaw length 8.9 
Snout length 13.5 
Interorbital width 7.8 
Orbit length 9.9 
Suborbital width 8.0 
Orbital cirrus length 4.0 
Longest dorsal spine length 24.0 
Longest dorsal ray length 20.7 
Longest anal ray length 17.9 
Second anal spine length 4.9 
Longest pectoral ray length 29.5 
Longest pelvic ray length 19.8 
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する．鼻皮弁，眼上皮弁および項部皮弁は明るい灰色．胸

鰭軟条の上半分は白色で，下半分および尾鰭軟条はさえた

緑がかった黄色．

分布　本種は紅海からハワイにかけてのインド・太
平洋の熱帯域から広く記録されている（Carlson, 2012; 

Randall et al., 1993；藍澤・土居内，2013）．日本国内では

これまでに三重県，和歌山県，愛媛県，高知県，鹿児島県

本土の太平洋沿岸，大隅諸島（硫黄島，口永良部島，屋久島），

トカラ列島（口之島，中之島，宝島），奄美群島（奄美大島，

喜界島，徳之島，沖永良部島，与論島），沖縄諸島（沖縄島，

伊江島，瀬底島，渡嘉敷島），宮古諸島（宮古島，伊良部島），

八重山諸島（与那国島），伊豆諸島（八丈島），小笠原諸島

（兄島，父島）から報告されていた（Fukao, 1985；古瀬ほか，

1996；平田ほか，1996；坂井ほか，2005; Senou et al., 2006; 

Senou et al., 2007；坂井ほか，2009；渡井ほか，2009；高

木ほか，2010；藍澤・土居内，2013；目黒，2013; Hundt et 

al., 2014；目黒・木村，2014；佐々木ほか，2015；木村ほか，

2017; Motomura and Harazaki, 2017; Koeda and Akita, 2018; 

Mochida and Motomura, 2018; Nakae et al., 2018；福田・小寺，

2019; Fujiwara and Motomura, 2020; Motomura and Uehara, 

2020; Jeong and Motomura, 2021；萩原，2022；川間ほか，

2022；加藤，2023；大西，2025）．本研究により，新たに

千葉県（房総半島）から記録された．

生息環境　調査地点は岩礁性海岸であり，海底には砂
地と岩盤地形が混在する．造礁サンゴはこの岩盤地形上に

わずかに点在していた．個体は水深 3.0 mのミドリイシ属

サンゴ類の枝間から採集された．周辺にはソラスズメダ

イ Pomacentrus coelestis Jordan and Starks, 1901やアカハタ

Epinephelus fasciatus (Forsskål, 1775)が生息していた．

備考　本標本は，鰓孔が大きく，左右の鰓膜が峡部を
挟んで連続する；上顎に犬歯がない；頭部正中線上に皮弁

をもたない；背鰭中央部に欠刻を有する；鼻皮弁および眼

上皮弁を有し，いずれも分岐する；基底の長い項部皮弁を

もつ；頤に 1対の皮弁をもつ；背鰭棘数は 12；背鰭軟条

数は 13；臀鰭棘数は 2；臀鰭軟条数は 14；胸鰭軟条数は

15；尾鰭軟条は分岐するなどの特徴を有していた．これら

は藍澤・土居内（2013），目黒（2013），目黒・木村（2014）

が示したセダカギンポの特徴に一致したため，本種に同定

された．

セダカギンポは熱帯・亜熱帯のサンゴ礁を中心に知ら

れており（Carlson, 2012），これまでの分布北限は三重県

二木島町で撮影された水中写真に基づくものであった（大

西，2025）．したがって本研究で得られた標本は，本種の

千葉県からの初記録を示すとともに，分布北限を更新する

ものとなる．

本研究でセダカギンポが得られた千葉県房総半島沿岸

は，造礁サンゴの分布北限海域であることが知られており

（Yamano et al., 2011），近年では，この造礁サンゴを利用す

る魚類や十脚甲殻類が記録されている（例えば，Yamano 

et al., 2012；如月ほか，2025；京谷ほか，2025a, b）．また

これらの論文においては，いずれの種も房総半島をその分

布北限または東限とすることが示唆されている．そのため，

同海域の造礁サンゴは，サンゴ表在性生物の生息基盤であ

ると同時に，これらの生物の分布拡大における重要な要素

であると考えられる．ゆえに今後，同地における造礁サン

ゴの生育状況および出現生物をモニタリングしていくこと

が重要である．

房総半島南西岸においては，2020年以降も最低海面水

温が熱帯・亜熱帯性魚類の低温致死限界である 15℃を下

回る年が確認されている（瀬能，2017；気象庁，2026）．

加えて，近年同海域で熱帯・亜熱帯性魚類を記録した如月

ほか（2025）や京谷ほか（2025a）は，それらの種が同海

域において越冬できていない可能性を指摘している．これ

らを踏まえると房総半島南西岸は，同様に熱帯・亜熱帯性

魚類であるセダカギンポが数年を通して安定的に越冬でき

る海水温水準には達していないと推測される．しかし，今

後の海洋環境の変化により，同海域における熱帯・亜熱帯

性魚類の越冬状況が変遷していく可能性があるため，継続

的な調査を実施していく必要がある．
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